
区内の銭湯は2000年62か所→2024年18か所に、この20年間で約１／３に減
少。現在３か所が休業中で営業中は15か所に。経営者の高齢
化や設備の老朽化による廃業もあいつぎ、燃料費の高騰が経
営難に追い打ちをかけています。この間、区内銭湯への
支援・利用促進などを区に求めてきましたが、改めて共
産党区議団で都公衆浴場組合・荒川支部のみなさんと懇
談を行い実情をお聞きしました。

内風呂が
増えていま

すが、アパートの狭い浴槽より熱いお湯と広
い浴槽の公衆浴場は清潔・衛生確保とともに
地域の高齢者の集いの場です。また、井戸の
ある浴場は災害時の生活用水確保に役立ちま

す。経営者も集客や接客に工夫していますが、物価・燃料高騰で公定価格の入浴料では
経営が難しく、行政支援も不可欠です。

千代田、中央、港の３区
では地域の要望に応えて公

設の浴場を設置しています。
千代田区は公立保育園跡地に13階建ての区

営住宅を建設し１～４階をスーパー銭湯に、通常の銭湯と同価格で利用可能。中央区は
都から移譲、公設の複合施設に併設、民間ビル賃借で設置。港区では都有地を譲り受け
て区が建設し、運営は民間に。荒川区でも地域の声を聞きながら検討してみたい。

今年度から「ふろわり200」の対
象が70→65歳に、「親
子ふれあい入浴」が小
学生以下→中学生以下
になるなど対象拡大も
実現。引き続き、要望
実現に頑張ります。
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【浴場組合からの要望】
・ガス燃料補助の継続
・シャンプー等の消耗品への補助の増額
・季節湯の補助の対象拡大
・高齢者の見守り入浴の実施浴場の拡大
・設備改善補助の拡充

千代田区 ・らくスパ1010（セント―）神田
中央区 ・入船湯（25年３月末まで）

・十思湯
・銀座湯

港区 ・ふれあいの湯

【共産党区議団のこれまでの提案】
・銭湯存続のための基本計画の策定を
・空白地域に区として設置を
・高齢者のふろわり200の拡充（年齢引き下げ、他区利用も可に）
・「親子ふれあい入浴」の拡充（曜日の限定をなくす）
・若者にも入浴補助券を など
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定員 申請数 調整数 （調整先） 在籍数

南千住第一・第二 120 103 ー 101

二瑞小 70 51 ー 67

南千住六丁目 110 126 14 (二瑞小) 110

汐入 110 97 ー 109

汐入小 130 154 21 (汐入１４、東小７) 127

汐入東小 90 80 ー 81

東日暮里 40 26 ー 25

峡田 60 65 4 (ひぐらし) 58

計 730 721 ー 678

ご要望やご相談などは随時ご連絡ください。事務所での定例法律相談は、

毎月第２木曜18時から。平日の午後に法律事務所（北千住）でも可能です。

お名前、電話番号等を下記の留守番電話に録音して下さい。

相馬ゆうこ事務所 南千住５－１－６－２階 ☎３８０７－４１９２

区内の就学前の保育利用率増加だけでなく、学童クラブの利用もふえています。今年
度の学童クラブ利用児童数は1,857名（前年比＋75）
で、小学校の全児童数に対する利用率は20.8％に。
１～３年生では40％を超えています。
学童28か所中12か所で申請数が定員

を超え、そのうち11か所で調整が行わ
れました。

南千住地域の各学童の利用
状況は以下のようになってい

ます。今回は南千住六丁目、汐入小、峡田の３学童が申請超過となり入所調整を実施。
その結果、南千住六丁目を希

望した子どものうち14名が二瑞
小へ、峡田から４名がひぐらし
へ。汐入小から14名が汐入（ふ
れあい館内）へ、７名が東小へ
振替となっています。

例年、汐入小学童は超過の一
方で汐入学童は定員に余裕があ

り、汐入小から汐入へ振替が行われてきました。しかし、四丁目
学童の閉鎖もあり汐入学童の希望者がだんだん増加、振替を受け
入れきれず、今回東小への振替も実施。汐入地域は学童の大規模
化で受け入れを続けてきましたが、今後想定される希望数の増加
に対応できるか問われています。
区は「児童数は減少しているので今の

ままで受け入れは可能」としていますが、本来、各小学校区域
内で安全な通所・登下校を確保し、安心して過ごせる放課後づ
くりに必要な増設と職員配置が求められています。



子どもの生命や将来に対する責任が重い … 40.3% 1 1 経済的に困難 … 43.2%

経済的に困難 … 36.4% 2 2 育児の負担が重い … 40.1%

行動や生き方の自由が制限される … 34.2% 3 3 現在の生活レベルが落ちる … 39.8%

家族を養う責任が重い … 32.5% 4 4 行動や生き方の自由が制限される … 34.3%

育児の負担が重い … 28.3% 5 5 高齢出産になる … 30.8%

現在の生活レベルが落ちる … 25.8% 6 6 子どもの生命や将来に対する責任が重い … 26.5%

仕事の妨げになる … 16.0% 7 7 家が狭い … 19.0%

高齢出産になる … 8.8% 8 8 家族を養う責任が重い … 16.5%

健康上の問題 … 8.8% 9 9 仕事の妨げになる … 12.3%

その他 … 8.1% 10 10 健康上の問題 … 10.5%

友人関係が保ちにくくなる … 7.5% 11 11 その他 … 4.9%

12 友人関係が保ちにくくなる … 4.4%

未 婚　（子どもいる0.4：いない9.6） 既 婚　（子どもいる６：いない４）

2023年の全国の合計特殊出生率は「1.20」に。都道府県別では東京都が最も低く、１
を下回り「0.99」となったことにショックが広がる一方、若い世代など「当然の結果」
と感じる人も少なくありません。

23区の20～30代を対象に行われたアンケー
トでは「今後、子どもをもたない理由」につ

いて「既婚」の方の43％・「未婚」の方の36％が「経済的に困難」
と回答。既婚者は最多、未婚者では２番目に多くなっています。

また、未婚者の４割が「子どもの生命や将来に対す
る責任が重い」、３割が「行動や生き方の自由が制限

される」「家族を養う責任が重い」と答えています。子どもをもつことへ
の経済的・精神的な負担の心配に加えて、押し付けられるジェンダー観に
男女とも苦しんでいることが伺えます。

既婚者は４割が「育児の負担が重い」「現在の生活
レベルが落ちる」との答えで、子育ての孤立化と費用

の重さとともに、「家が狭い」が２割など住宅の問題も伺えます。また「高
齢出産になる」が３割にのぼり、ライフスタイルの変化による結婚・出産年
齢の上昇の影響が少なくありません。

そもそも「子どもをもつかどうか」はそれ
ぞれの意思を尊重するべきで、その上で「も

ちたいのにもてない」人への支援が必要。保育・教育など子育ての無償化
や待機児童の解消だけでは少子化のはどめにならず、賃上げや雇用の改善
とともにジェンダーバイアスの解消が不可欠です。
合計特殊出生率の第１位は沖縄県ですが、以前住んでいた経験から「高
齢者の就業率が低く、親や親戚が近くにいて一緒に子育てしてくれる＝子

育てで孤立しない」ことが大きいのでは、と感じます。都市部では子育て世帯の孤立化
防止、広さのある住宅確保への支援も必要、区の施策に活かしたい。



点字ブロックについてご意見頂きました。
「点字ブロックの記事を読みました。私

が気になっているところはコツ通りのまいばすけっとの
前の横断歩道。たぶん10年くらい前に横断歩道の位置を
ずらす工事をしていましたが、点字ブロックの真ん中に
ポールが建てられてたのを見ていて『えっ』と…今でも
ずっとその状態で…これはありですか？」
早速見てきましたが…これは確かにうーん、という感
じです。ブロック上に信号が立っているうえ、ブロック
がマンホールで途切れているのも問題ありでは。横断歩

道が10年程前に移設されたとのことですが、当事者の視点に立った配慮が欠けているの
では、と思わざるをえない状況です。
よく見てみると他にもマンホールが点字ブロックにかかって
いる横断歩道がありますが、マンホール上に
ブロックを貼り付けて途切れないようにして
あります（右写真）。こちらは国道でコツ通
りは都道、管理者が別ということもあるでしょ
うか。警察、都の担当事務所に改善できない
か相談してみます。

コツ通り沿いのお弁当
チェーン店「ほっともっ

と南千住５丁目店」が６月30日(日)で閉店。2017年のオープン
から約５年半で営業終了に。
「ほっともっと」を運営する(株)
プレナスは2019年に人件費の上昇な
どを理由に直営の190店を閉店を決
定。コロナ禍の影響もあり22年には黒字に転換したそうですが、
物価高騰の中で節約志向も高まり、フランチャイズなど実際の
店舗運営は大変そう。
近隣では千住間道に「南千住１丁目店」もあります。

ご意見・ご質問頂きました ○「何故、こんなに国保料が上がったのですか、給料は上がって
いません。」「国保料が高くなってびっくり」といった声があちこちから…。本来、国保は区が保険者で
保険料を軽減できるように各区が一般会計から予算を出していました。しかし国の方針で都道府県
単位まとめられ、都が補助をださないとその分が値上がりにつながる状況です。都は非課税世帯に
商品券１万円配るようですが、それより国保料値上がりを止めてほしかった。年金も物価上
昇に追いつきません。〇銭湯とは、「有料入浴」の意味で江戸時代一文銭で湯屋に入れた？


